特設ページ対応ワークシート「国際秩序の変化や大衆化への問い」
第２編　「国際秩序の変化や大衆化への問い」 　　　（教科書p.120～123）
　　　　　　　　　　　　     　　　年　　　組　　　番　名前　　　　　　　　　　　　　　　　　

●国際関係の緊密化―飛行機の登場
	首脳の専用機利用は「空の偽善」　COP26出席，英で批判　2021/11/5(金) 19:17配信
　【グラスゴー共同】国連気候変動枠組み条約第26回締約国会議（COP26）に出席した各国首脳らが，開催地の英グラスゴーまで専用機で移動したことに英国で批判の声が上がっている。航空機は二酸化炭素（CO2）排出量が多いため，「空の偽善」（デーリー・テレグラフ紙）との指摘も出ている。
　デーリー・ミラー紙は4日，各国に温暖化対策への早急な行動を訴えたジョンソン英首相が会合後，私的な夕食会のために専用機でロンドンに戻ったと報じた。
　テレグラフ紙は，バイデン米大統領の欧州歴訪で大統領専用機エアフォースワンと4機の同行機から出るCO2は約千トンに上るとみられると伝えた。



このニュースを知ったGさんは，かつて国際関係を緊密にした飛行機が，現在では，国家間の協力が不可欠な地球温暖化対策にとっての障害ともみなされていることに興味をもちました。そして，国際会議に出席した各国代表がいつから飛行機を使用するようになったか，「歴史総合」の教科書で取り上げられている会議を中心に分かる範囲で調べ，飛行機の歴史を加えた以下のマトリックスをつくりました。

	年代
	会議（☆日本が参加）
／★飛行機の歴史
[教科書のページ]
	おもな内容
	調べた移動手段
（おもな利用者）

	1903
	★ライト兄弟が人類初の動力飛行に成功[p.120]
	
	

	1914～18
	★第一次世界大戦で飛行機使用[p.129]
	
	

	1919
	☆パリ講和会議[p.134]
	第一次世界大戦の講和，国際連盟の設立
	船（西園寺公望）

	1921～22
	☆〔　①　〕会議[p.135]
	東アジア・太平洋における国際秩序の構築
	船（加藤友三郎）

	1927
	★リンドバーグ（米），ニューヨーク・パリ間無着陸飛行に成功
	
	

	1928
	☆不戦条約会議[p.145]
	不戦条約の調印
	船（内田康哉）

	1930
	☆〔　②　〕海軍軍縮会議[p.148]
	補助艦の制限
	船（幣原喜重郎）

	1930年代
	★アメリカを中心に航空機による旅客の輸送が本格化
	
	

	1931
	★満洲事変で日本軍（関東軍）が錦州を爆撃[p.158]
	第一次世界大戦後はじめての都市爆撃
	

	1935
	★イタリア軍によるエチオピア侵略で飛行機使用[p.121・157]
	
	

	1937
	★〔　③　〕内戦でゲルニカへのドイツ空軍の無差別爆撃[p.157]
	
	

	1939
	★日中戦争で日本軍が重慶に対する無差別爆撃開始[p.160]
	
	

	1941
	大西洋上会談[p.164]
	大西洋憲章を発表
	英の戦艦上で会談（フランクリン=ローズヴェルト，チャーチル）

	1943
	カサブランカ会談
	イタリア上陸作戦
	飛行機（F・ローズヴェルト）

	
	カイロ会談
	カイロ宣言[p.169]
	飛行機（蔣介石）

	
	テヘラン会談
	西部戦線の構築
	飛行機（スターリン）

	1944～
	★米軍による日本本土空襲[p.169]
	
	

	1945
	★東京大空襲[p.169]
	
	

	
	ヤルタ会談[p.169]
	ドイツの占領方針，ソ連の対日参戦
	飛行機・船（F・ローズヴェルト）

	
	ポツダム会談[p.169]
	ポツダム宣言
	船（トルーマン）

	
	★広島・長崎に原爆投下[p.169]
	
	

	
	サンフランシスコ会議[p.174]
	国際連合憲章の採択
	

	1950年代
	★ジェット旅客機の登場
	
	

	1951
	☆〔　➃　〕講和会議[p.183]
	〔　➃　〕平和条約調印
	飛行機（吉田茂）



【Task１】表中の空欄①～④にあてはまる語句を答えよう。
〔①　　　　　　　　　〕〔②　　　　　　　　〕〔③　　　　　　　　〕〔④　　　　　　　　　　　　〕

【Task２】教科書p.120資料２にみえる飛行機群は，何をイメージしているだろうか。「BOMBS」（爆弾），「toward Axis capitals」（枢軸国の首都へ向けて）などの語句を参考に考えてみよう。
	





【Task３】上の表を見て，飛行機がもたらした国際関係の緊密化の①正の面と②負の面をそれぞれ考えてみよう。
	①　



	②　
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